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平成 1 7 年３月期　　中間決算短信（連結） 平成 16年 10月 28日

上 場 会 社 名 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株 式 会 社   上  場  取  引  所  東京証券取引所市場第一部

コ ー ド 番 号 ９ ４ ３ ３   本社所在都道府県　東京都

( ＵＲＬ http://www.kddi.com )
代 表 者 役職名  代表取締役社長 氏名 小野寺　正

問合せ先責任者 役職名  経営管理本部長 氏名 長谷川　淳治 TEL ( 03 ) 6678 – 0712

決算取締役会開催日 平成 16 年 10 月 28 日

米国会計基準採用の有無 無

１.16年 9月中間期の連結業績 (平成 16 年 4 月１日～平成 16 年 9 月 30 日)

(１)連結経営成績 (注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

16 年 9 月中間期 1,471,323 6.1 162,427 2.7 156,275 5.4

15 年 9 月中間期 1,386,560 △0.5 158,230 164.8 148,238 249.3

16  年  3  月  期 2,846,097 292,104 274,547

中間(当期)純利益
１株当たり中間

( 当 期 ) 純 利 益

潜在株式調整後１株当

たり中間(当期)純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

16 年 9 月中間期 77,841 △9.3 18,459 95 18,437 96

15 年 9 月中間期 85,855 319.9 20,366 67 20,343 47

16  年  3  月  期 117,025 27,747 54 27,707 64

(注)① 持分法投資損益 16 年 9 月中間期 576 百万円 15 年 9 月中間期 578 百万円 16 年 3 月期 1,439 百万円

② 期中平均株式数(連結) 16 年 9 月中間期 4,216,796 株 15 年 9 月中間期 4,215,467 株 16 年 3 月期 4,214,681 株

③ 会計処理の方法の変更　有

④ 営業収益、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(２)連結財政状態

総　資　産 株　主　資　本 株 主 資 本 比 率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円 銭

16 年 9 月中間期 2,521,546 1,078,698 42.8 255,641 51

15 年 9 月中間期 2,701,107 987,152 36.5 234,270 06

16  年  3  月  期 2,639,580 1,009,390 38.2 239,514 78

(注) 期末発行済株式数(連結)　16 年 9 月中間期 4,219,574.37 株　 15 年 9 月中間期 4,213,737.71 株 　16 年 3 月期 4,213,988.37 株

(３)連結キャッシュ・フローの状況

営 業 活 動 に よ る

キャッシュ ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ ・フロー

財 務 活 動 に よ る

キャッシュ ・フロー

現金及び現金同等物

期 末 残 高
百万円 百万円 百万円 百万円

16 年 9 月中間期 230,529 △117,389 △177,418 132,396

15 年 9 月中間期 301,702 △54,884 △205,344 163,485

16  年  3  月  期 622,697 △218,465 △328,911 196,518

(４)連結範囲及び持分法の適用に関する事項

　　連結子会社数　59社　　持分法適用非連結子会社数　0社　　持分法適用関連会社数　10社

(５)連結範囲及び持分法の適用の異動状況

　　連結(新規)　0社　　(除外)　1社　　　持分法(新規)　0社　　(除外)　0社

２.17年 3月期の連結業績予想 (平成 16 年 4 月１日～平成 17 年 3 月 31 日)

営 業 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円

通　　　期 2,899,000 300,000 198,000

( 参考 )１株当たり予想当期純利益　( 通期 )  46,924 円 16 銭　（後発事象に記載いたしました自己株式取得による影響を考慮し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ておりません。）
上記予想は、本資料の決算発表日現在で入手可能な情報を基にしており、これらは経済環境、競争状況などの不確実な要因の

影響を受けます。従って、実際の業績は、今後様々な要因によって異なることがあります。


